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国内プロダクション専用デジタル印刷機市場規模と予測を発表 
 

¸ 2008年の国内プロダクション専用デジタル印刷機市場の販売台数は 2,533台で前年比成長率
は-1.4%でした。また、販売金額は 367億 3,200万円で、こちらの前年比成長率は 6.3%でした。 

¸ 国内プロダクション専用デジタル印刷機市場規模は、販売台数・金額ともに 2009年・2010年
と減少傾向となるものの、2011年以降は景気回復やフルカラーインクジェット機などカラー
機の販売拡大の結果増加へと転じると予測しています。 

¸ 2008年～2013年における CAGR（年平均成長率）は、2010年にかけて市場が縮小するため
販売台数で 2.0% （2013年の販売台数は 2,794台）、販売金額は 0.3% （2013年には 373億
6,200万円）と見込まれます。 

 
株式会社インフォトレンズ（東京都渋谷区広尾 1－3－18 広尾オフィスビル）は、国内市場におけるプ
ロダクション（業務用）専用デジタル印刷機市場の予測レポートを発表しました。販売台数は 2008 年
の 2,533台から 2013年には 2,794台に、販売金額は 2008年の 367億 3,200万円から 2013年に 373
億 6,200万円に増加すると予測しています。 
 
2008年の国内プロダクション専用デジタル印刷機市場の販売台数は 2,533台で前年比成長率は-1.4%で
した。販売金額は367億3,200万円で前年比成長率は6.3%でした。これは、モノクロ機や印刷速度69ppm
以下のカラーライトプロダクション機の市場が減少した一方、70ppm以上のカラーライトプロダクシ
ョン機およびフルカラーインクジェット機の市場が大きく伸びたことが背景となっています。 
 
図 1は、2007年～2013年のプロダクション専用デジタル印刷機の販売台数実績と予測です。 
モノクロ機とカラー機の合計台数は 2010年にかけて減少し 2011年から増加へ転じます。モノクロ機は
2010年まで減少しその後はほぼ横ばいで推移しますが、カラー機は 2009年に一旦減少するものの 2010
年からは再び増加へと転じて市場全体を牽引すると予測されます（2008年～2013年におけるカラー機
の CAGRは 7.0%）。その結果、2008年には販売台数全体の 57%をモノクロ機が占めていましたが、2012
年にはカラー機とモノクロ機の比率が逆転することが見込まれます。この理由として、印刷速度が 70
～90ppmの電子写真式デジタル印刷機、および 91ppm以上のフルカラーインクジェット機市場の急速
な拡大が挙げられます。 
 
 




